
山梨県南巨摩郡身延町・下山地内（国道52号）
（平成26年2月15日、峡南消防本部・撮影）

全国知事会「危機管理・防災」特別委員会



山梨県都留市・佐伯橋付近（国道139号）
（平成26年2月15日、都留市役所・撮影）



山梨県北杜市小淵沢町・松木坂（小淵沢ＩＣ付近）
（平成26年2月15日、峡北消防本部・撮影）



山中湖（北富士）

1700 80
1100 60

14日 当初 50

2300 120
15日 0500 150

日 時 積雪(cm)

甲府

1700 44
1100 11

14日 当初 2

2300 76
15日 0500 107

日 時 積雪(cm)

身延町

1700 36
14日 当初 0

2300 51
15日 0500 80

日 時 積雪(cm)

河口湖

1700 74
1100 48

14日 当初 31

2300 98
15日 0500 134

日 時 積雪(cm)

143cm

163cm

114cm

89.5cm

甲府では１８９４年（明治２７年）の観測開始
以来の記録的な大雪

２月１４－１５日積雪の状況



中央道
甲府昭和IC～中津川IC
１４日１９１０～通行止め

中央道
勝沼IC～甲府昭和IC
１４日２０１０～通行止め

中央道
小淵沢IC～諏訪IC

１４日１７５５～通行止め

中央道
勝沼IC～上野原IC

１４日２０００～通行止め

中央道
大月IC～勝沼IC

１４日２０００～通行止め

中部横断道
全区間通行止め

国道２０号
大月～勝沼間

１４日２３１０～通行止め

国道２０号
大月～上野原間

１６日２１００～通行止め

東富士五湖道路
全区間 通行止め

国道５２号
静岡県境～身延町間
１５日０５５０～通行止め

国道５２号
身延町～富士川町間
１７日０６００～通行止め

国道１３８号籠坂峠
通行止め国道１３９号

全区間 通行止め
１４日からの大雪の影響で、県境は途絶状態
道路・鉄道の交通網はマヒ山梨県は「陸の孤島化」

スリップ事故は少なくとも３００件以上発生
雪崩が発生し、車両が巻き込まれる被害も

大雪による道路状況



北杜市

甲斐市韮崎市

南アルプス市
昭和町

中央市

甲府市

山梨市

甲州市

笛吹市

富士川町 市川三郷町

早川町
身延町

南部町

丹波山村

小菅村

大月市
上野原市

都留市
道志村西桂町

忍野村

山中湖村富士吉田市

富士河口湖町

鳴沢村

停電200世帯

停電400世帯

停電600世帯

停電200世帯 停電2500世帯

停電2100世帯

停電 最大6000世帯
断水 一部地域
通信 一部地域で通信障害

雪崩や倒木などの原因により停電

※県内の都市ガスは甲府市周辺
及び富士吉田市のみ

6

大雪によるライフラインの状況



主な被害状況

○人的被害
・死者 ５人
・負傷者 重傷６１人 軽傷９０人

○住家被害
全壊１９棟 半壊３１棟 一部破損１，３２７棟 (26.3.28現在）

○道路通行止め（ピーク時）
３６路線 ４３ヶ所

○孤立集落（ピーク時）
４０集落・３別荘 ２，１７８世帯

○避難所（ピーク時）
３９ヶ所 ７８６人



２月１4日

２月１５日 ０６３０ 第１回豪雪対策連絡会議（１７日までに９回開催）

１１２０ 第１師団長へ災害派遣要請（人命救助、緊急輸送）

豪雪対応の記録

【２月１４日夜～１５日朝の防災危機管理課の活動状況】 【２月１５日０６：３０第１回豪雪対策連絡会議】

１７００ 大雪警報を受け防災担当職員（54名）情報収集

１９１６ 甲府市古関町内の道路で雪崩が発生、２名が雪中に取り残される

２１００ 豪雪対策連絡会議設置

２１１０ 第１特科隊長へ連絡幹部派遣要請



２月１６日 １１００ 知事と県･関係機関幹部との対応協議

【２月１６日０７：００ 自衛隊ヘリ映像伝送】

１３００ 古屋防災担当大臣と山梨県知事のテレビ会議

山梨県内で除雪が難航し交通網が遮断されている現状を報告

自衛隊の増員や豪雪対応のノウハウがある国交省職員の派遣を

要請

【２月１６日１１：００ 知事と対応協議する県・関係機関幹部】



２月１７日 ０９４５ 県災害対策本部設置（２８日までに８回開催）

１３３０ ・政府調査団（団長・亀岡内閣府大臣政務官）との意見交換会

知事が、首相あての要望書を亀岡政務官に手交

【２月１７日１３：３０ 政府調査団(団長:亀岡政務官)
との意見交換会】

【２月１８日１８：３０ 災対対策本部事務局班長会議の様子】

２月１８日 １０３０ 政府豪雪非常災害対策本部設置

１７００ 政府非常災害現地対策本部設置



２／１８ 新潟県支援隊が４班体制で除雪を開始（～22日）

２／２０ 緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE） ６班体制から１２班体制に増員

静岡県支援隊が２班体制で除雪を開始（～26日）

長野県支援隊が２班体制で除雪を開始（～25日）

除雪対応

２／１７ 緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）除雪開始（～26日）

２／１４ 県委託業者による除雪開始

２／１４ 県建設業協会に対し、災害協定に基づく応援を要請

２／１６ 知事が、古屋防災担当大臣に対し、自衛隊の一層の増強、国土交通省の緊急

災害対策派遣隊（TEC-FORCE）の派遣を要請

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 及び 新潟県による除雪作業

２／１６ 国土交通省北陸地方整備局の緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）に応援を要請



国土交通省北陸地方整備
局
TEC-FORCE
（緊急災害対策派遣隊）

ロータリー除雪車×１
２

新潟県 ロータリー除雪車×４
除雪ドーザー×４

静岡県 バックホウ×３
タイヤショベル×２

長野県 ロータリー除雪車×２

主な除雪支援作業

（一社）山梨県建設業協会の活動

人員（延べ） ２２，２５５人

機械（延べ）
モーターグレーダー
トラクターショベル
ダンプトラック
バックホウ 等

１５，０３１台



【２月１８日２０：１０ 豪雪災害政府現地対策本部】

【県災害対策本部で状況説明を受ける知事】

【ヘリによる救助活動】



【救援物資の空輸】



【２月１８日 にヘリによる 救援物資を搬送】
（早川町･小菅村）



2月 15日
国道１４０号 雁坂みち

【２月１８日 中央病院での除雪作業】

【救出に向かう自衛隊員】

【２月２１日 小菅村での除雪作業】

【２月１６日07:30帰宅困難者を捜索する自衛隊員】

【２月 １５日 国道１４０号（雁坂みち）での除雪作業】



２月２２日 １０：３０ 第１師団長に撤収要請

【２月２２日 自衛隊撤収要請後の
早川町を視察する知事】

２月２８日 ０９２０ 県災害対策本部解散

豪雪災害復旧対策本部及び雪崩等災害対策連絡会議設置

１０００ 政府現地連絡調整室閉鎖

２月２５日 １４００ 政府非常災害現地対策本部を政府現地連絡調整室に改組



消防防災ヘリコプター（静岡県､長野県、横浜市）、自衛隊ヘリコプター
○透析患者・急病人搬送、孤立者救助､医薬品・灯油・食料搬送

○国道、県道
山梨県建設業協会との協定に基づく除雪
ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ、静岡県、新潟県、長野県、自衛隊の各機材による除雪

○市町村道
市町村ごとの地元建設業者との協定に基づく除雪

主 な 活 動

救助救援活動､孤立者救助、緊急物資輸送

道路啓開

・人命救助者数:７７人（内孤立者１２人）
・主な救援物資 食料：９，９２２食

水 ：３３６㍑
灯油：９，５３４㍑
軽油：２４０㍑
ガソリン：６０㍑

○自衛隊による孤立集落（別荘地含む）の安否確認

安否確認

・３市３町５村（２３地区）： ２０１３世帯 ７２０人



林農林水産大臣山梨県現地視察（２月２３日）

【山梨県知事との意見交換】

【ハウスの被害状況を視察する林農林水産大臣】



安倍内閣総理大臣山梨県現地視察（４月１２日）

【山梨県勝沼町菱山地区で説明を受ける安倍総理】

【若手農業者と意見交換会を行う安倍総理】



検証項目（庁内検証会議中間報告）

○職員参集を含む初動体制に関する事項

○豪雪対策連絡会議及び災害対策本部による応急対策に関する事項

○県民への情報発信及び相談対応に関する事項

○関係諸機関との連携･要請に関する事項

○災害ボランティアの受け入れ･活用に関する事項

○今豪雪災害対応に関する事項

・豪雪･豪雨時の災害対策本部設置基準の明確化

・災害対策本部体制の見直しと訓練の充実

・県民等に向けた情報発信の見直し

・防災関係機関が迅速に県本部に参集して連携する仕組みの構築

･ボランティア関係機関の連携強化

・災害時要援護者（避難行動要支援者）の確実な把握、
及び災害時の即応支援体制の構築

３月までに豪雪対応に係わる庁内検証会議を３回開催し、中間報告を実施



今後の対応

中間報告を基に有識者からなる検討委員会を設置し、改善策を検討する

とともに、議会・やまなし女性の知恵委員会からの提言も踏まえ本県の防災

体制の充実･強化を図る

山梨県防災対策のあり方検討委員会

委員長：鈴木猛康（山梨大学工学部防災研究室 教授）

委 員：有識者５名

地域防災計画の見直し

やまなし女性の知恵委員会からの提言県議会からの提言

県防災会議


